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東京都地域精神医療業務研究会とは 
 

東京地業研は1973年全国精神衛生実態調査に反対し、患者調査よりは

精神病院調査をと主張。 

 

地業研が問題としてきたことは 

•精神科病院の偏在＝23区に少なく多摩地域に偏在 23区の人は西の病

院に入院し、退院→通院医療の継続が困難 

•一般科との精神科病院差別 少ない職員配置基準 
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東京都に精神病院情報公開申し立て 

• 1985年東京都情報公開条例ができたことを機に、「東京都精神病

院統計」（当時の名称）の開示請求をして、都が非開示。 

 

•非開示理由：病院の不利益になる・国が開示は適切ではないと指

導・病院と都の信頼関係が失われ、正確な情報が得られなくなる。 
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情報公開裁判 

• 1987年9月 非開示決定取消請求裁判を起こした。 

 

• 1989年裁判所のすすめにより和解 

 

•同様の裁判で京都地裁の判決（1999年10月）趣旨は「精神病院は

（一般科の病院と違って、行動制限の権限もあるので）高い公益性が

要請されており、（公開に伴う）影響は病院が受忍すべき範囲」という

もの。 
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東京精神病院事情（ありのまま）出版 

•開示された情報をもとに「東京精神病院事情」を出版。1989年の初

刊以来、2015年統計に基づく最新刊まで7冊出して来た。 

 

5 



初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー１ 
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初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー２ 
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初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー３ 
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初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー４ 
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初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー５ 
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初めて情報公開されたローデータ陽和病院1987年ー６ 
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これまでの東京精神病院事情 
 第１刊 1989年発刊      第２刊 1995年 発刊  
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これまでの東京精神病院事情 
 第３刊 1997年発刊          第４刊 2000年 発刊 
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これまでの東京精神病院事情 
 第5刊 2005年発刊          第6刊 2010年 発刊 
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最新版東京精神病院事情 
 
2017年 発刊 
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大阪精神病院事情ありのまま  新潟精神医療情報誌 
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埼玉の精神科病院                 
2016年病地学会多摩大会実行委員会の訪
問調査をまとめた情報誌 
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「 東 京 精 神 病 院 事 情 」 

• 「東京精神病院事情」は、個別病院の統計表から、マンパワー、入

院期間などを指標として点数化し、各病院の特徴、すなわち病棟の

開放・閉鎖の率や立地の便、また入院者の年齢や病名、入院形態

別の構成、死亡退院の率や生活保護受給率などを病院ごとに明ら

かにしてきた。 

•練馬区内の陽和病院を例にとってみてみる。 
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東京精神病院事情第1刊 （1987年統計に基づく陽和病院の頁） 
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東京精神病院事情第４刊 （2000年発刊）の陽和病院の頁その１ 
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第４刊の陽和病院の頁その２    第７刊’13年統計に基づく陽和病院 
  
         

陽和病院  医療法人   措置・応急入院指定 

練馬区大泉町2-17-1   TEL 03-3923-0221 

精神科病床：7病棟396 

専門病床：精神科救急 48 急性期治療 50 老人精
神 104開放病床 128 閉鎖病床 268 保護室21 

デイケア・ナイトケア・デイナイトケア実施 

総合点 24点 

2008年と比べると、活動性については、平均在院日数220日から127日、
統合失調症入院者についても261日から141日へ、１年未満入院者率40％
から58％へ、５年以上入院者率32％から22％へと全ての指標で点数を上
げている。スタッフ数についても、医師が11人から19人、コメディカル
17人から22人、看護者139人から179人と増えている。 

  病床数を444床から396床に減らし、精神科救急、急性期治療病棟を新
たに開棟、開放病床を２73床から128床に減らしている。それに伴い、
任意入院者は、50％から45％に減り、任意入院者の閉鎖病棟入院率は、
27％から57％に増えている。隔離患者数が21人、６％（都平均３％）と
多い。 

  ホームページによると、クリニックを１カ所、グループホーム２カ所
を運営している。（赤字の部分が2017年以降、非公開となった） 
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長年病院統計を見てきて・・・ 

• 年を追うことで見える個々の病院の変化 全体に職員数は増え、平均在院日数

は短くなってきた。 

• 陽和病院のみならず、積極的な病院は救急や急性期病棟を設け、開放率が下

がってきている。全閉鎖の病院も増えている。 

• 一方で、旧態然とした長期収容型の病院群との二極化。青梅地区の病院の後

方病院化 

• 入院先を選べない措置指定病院の質のばらつきは問題 

• 一貫して院内死亡の多い（年間退院の６０％以上）滝山病院の問題 

などなど 
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